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本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

回

覧

戦
中
、
日
本
箪
か
ち
ス
パ
イ
扱
い
さ

れ
、
女
、
子
ど
も
が
斬
殺
さ
れ
た
話
。

注
目
を
ひ
い
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ

コ
ロ
ラ
ド
州
か
ち
と
の
壁
E
の
た
め

再

。

に

参

加

し

た

秋

間

美

江

子

さ

ん

。

秋

。

、

北

関

さ

ん

の

お

兄

さ

ん

は

、

太

平

洋

戦

3

ゆ

様

き

つ

、

丸

は

和

説

あ

き

始

ま

っ
た
と
き
大
学
生
で
米

が

れ

作

る

を

い

人

教

授

の

家

に

日

米

開

戦

は

し

た

が

J

砂

防

出

さ

許

子

弟

に

か

わ

り

な

い

。

お

困

り

に

な

パ

叫

死

t
H
d
u
'し

和

司

参

入

ろ

い

っ

た

と

き

い

っ

て

下

さ

い

と

つ

げ

、

の
館
え
る
恐
な
こ
の
集
い
は
、
「
国
家
秘
密
法
に
う
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
取
材
も
正
国
家
秘
密
の
範
囲
が
あ
い
ま
い
な
の
秘
密
司
法
で
も
出
た
ら
ど
う
な
る
か
」
ナ
リ
ス
ト
会
議
の
秦
正
流
さ
ん
(
元
そ
の
家
を
出
た
と
と
ろ
で
逮
捕
。
ス

性

全

-

つ

い

り

ま

反

対

す

る

女

性

の

会

」

の

主

催
。
同
菌
か
ら
の
取
材
以
外
は
不
当
。
つ
ま
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
法
務
大
臣
が
遊
撃
さ
ん
(
作
家
)
「
い
ま
、
朝
日
新
聞
編
集
主
幹
)
「
私
は
戦
中
パ
イ
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
網
走
監

女

光

葬

て

法

進

会

は

ニ
十
数
人
の
弁
護
士
が
よ
び
か
り
、
側
面
か
ら
と
っ
た
特
ダ
ネ
な
ど
国
家
秘
密
法
と
は
書
の
国
家
機
密
沖
縄
か
ろ
帰
っ
て
来
た
ば
か
り
で
あ
か
ら
の
新
聞
己
季
、
戦
争
こ
日
担
整
会
主
、
戦
後
釈
放
さ
れ
た

る

の

て

っ

市

首

こ

O

L
力

す
家
ぃ
立
秘
即
け
人
と
な
り
、
政
党
、
団
体
の
区
別
す
べ
て
ひ
っ
か
か
る
。
政
府
で
な
く
で
一
般
国
民
に
は
関
係
な
い
と
答
弁
る
。
君
、
沖
縄
の
人
々
は
自
重
し
て
秀
一
人
で
あ
る
敗
戦
の
時
と
き
は
骨
と
皮
。
書
し
て
死
ん
だ
。

対
の
つ
で
家
の
な
く
広
く
女
性
に
よ
び
か
け
た
と
と
て
、
自
民
党
の

一
部
が
賞
立
法
を
し
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
と
れ
が
の
章
つ
く
り
に
か
り
出
さ
れ
、
そ
深
刻
に
自
己
批
判
し
て
き
た
体
験
か
「
と
ん
な
法
律
が
通
れ
ば
、
ま
た
第

反
橋
を
い
国
ム
ろ
二
二
月
十
=
百
ま
で
に
有
名
無
名
め
ざ
し
て
い
る
の
も
不
思
鍛

・」
と
実
抱
さ
れ
る
と
μ
ス
パ
イ
は
ど
こ
に
の
あ
と
、
軍
に
よ
っ
て
ス
パ
イ
扱
い
き
の
危
険
な
法
律
を
ど
う
し
て
も
こ
の
兄
が
出
る
」
と
訴
え
た
。

紅
側
岬
吋
献
川
悶
わ
ず
、
金
圏
、
四
千
百
六
十
夫
問
題
提
起
し
た
あ
と
、
各
界
の
人
々
、
で
も
い
る
H

説

書

字

る

な
H

さ
れ
、
講
義
さ
れ
た
。
方
言
ま
っ
♂
河
り
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
つ
ま
た
、
農
家
の
中
村
智
子
さ
ん

法
京
強
が
討
ア
の
女
悪
質
問
、
札
幌
、
金
沢
、
静
岡
、
会
場
参
加
者
が
つ
ぎ
つ
ぎ
毒
震
と
い
主
ャ
ン
ベ

l
ン
が
は
ら
れ
、
で
禁
止
さ
れ
、
言
警
で
奪
わ
れ
た
」
て
足
こ
の
法
案
の
推
進
者
た
ち
は
、
戦
中
の
言
論
弾
圧
横
浜
事
件
を

密
東
の
席
)
フ
兵
問
、
京
都
、
大
阪
、
宮
崎
、
沖
縄
の
恕
ろ
し
さ
を
の
べ
た
。
た
く
さ
ん
婦
人
会
や
隣
組
の
女
た
ち
が
ス
パ
イ
増
田
れ
い
子
さ
ん
(
毎
日
新
聞
お
は
、
日
本
は
ス
パ
イ
天
国
だ
と
か
、
調
べ
た
体
験
か
色
。
「
八
十
二
人
が

秘

、

ら

o

レ
び
な
ど
で
同
趣
旨
の
集
ま
り
が
行
わ
れ
の
発
言
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
努
語
摘
発
の
手
先
に
使
わ
れ
た
」
ん
な
の
新
聞
編
集
長
)
「
国
家
秘
密
子
供
だ
ま
し
の
宣
伝
を
し
、
は
て
は
捕
ま
り
、
う
ち
四
人
が
獄
死
し
た
。
ん
は
ス
パ
イ
の
妹
と
い
う
こ
と
で
、
動
の
お
役
に
立
つ
の
な
ら
、
私
も
何
の
会
」
は
、
こ
れ
か
ら
も
と
の
ア
ピ
l

家
夜
か
人
リ
こ
り
、
ァ
ピ
レ
を
出
し
た
り
し
て
ず
っ
と
。
天
野
正
子
さ
ん
(
社
会
学
者
)
「
も
法
が
通
っ
た
ら
と
ん
な
集
会
も
で
き
反
対
者
に
、
国
賊
だ
と
か
、
ソ
連
の
そ
の
一
人
、
和
田
喜
太
郎
の
判
決
文
隣
人
は
あ
い
さ
つ
も
し
て
く
れ
な
か
か
を
し
た
い
」
と
、
若
い
世
代
も
燃
ル
賛
同
者
を
つ
の
り
、
運
動
へ
の
カ

因

。日

折

余

T

1

1

「
3

い
る
。
加
納
実
紀
代
さ
ん
(
銃
後
史
研
究
の
い
わ
ぬ
お
と
な
し
い
若
者
た
ち
を
な
く
な
る
。
秘
密
法
は
乙
れ
以
上
ろ
手
先
だ
と
か
、
乱
暴
な
悪
口
を
叩
い
を
み
る
と
、
中
央
公
論
を
編
集
し
て
っ
た
」
と
い
う
。
え
て
い
る
と
と
を
表
明
、
会
場
の
大
ン
パ
を
よ
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、

集
会
で
は
弁
護
士
の
酒
井
幸
さ
ん
家
)
「
英
米
と
の
開
戦
(
昭
和
十
六
と
れ
以
上
ふ
や
し
た
く
な
い
。
今
の
く
で
な
い
も
の
は
な
い
と
い
う
存
在
て
い
る
。
乙
の
連
中
の
ト
ッ
プ
に
、
い
た
乙
と
自
体
が
、
共
産
主
義
思
想
ま
た
、
明
治
大
学
雄
弁
部
の
学
生
拍
手
を
浴
び
た
。
勉
強
会
へ
の
講
師
の
あ
っ
せ
ん
に
も

が
「
ス
パ
イ
の
定
義
も
秘
密
の
範
囲
年
十
二
月
八
日
)
の
少
々
前
の
=
一
月
学
生
の
大
多
数
は
、
我
関
せ
ず
で
自
だ
。
売
上
税
、
マ
ル
優
廃
止
、
一
物
日
本
薪
戦
争
に
か
り
た
て
た
戦
犯
が
を
ひ
ろ
め
よ
う
と
す
る
陰
謀
と
さ
れ
が
た
ち
、
学
生
た
ち
の
反
対
運
動
を
最
後
に
「
国
家
秘
密
法
に
反
対
す
応
じ
て
い
る
。
間
合
わ
せ
は
同
会

も
あ
い
ま
い
で
、
こ
れ
が
H

秘
密
H

七
日
H

国
防
保
安
法
μ

が
上
程
さ
れ
治
委
員
の
な
り
手
も
な
い
。
管
理
化
枠
突
破
、
秘
密
法
は
軍
事
大
国
化
へ
い
る
と
と
を
い
っ
て
お
き
た
い
」
て
い
る
。
二
十
年
の
二
月
に
獄
中
で
報
告
「
学
生
た
ち
も
し
ち
け
て
い
ま
る
女
性
の
ア
ピ
ー
ル
」
存
保
沢
し
、
へ
。

一T
1
4
1
東
京
都
品
川
区

だ
と
い
え
ば
秘
密
に
な
っ
て
し
ま
一
カ
月
少
々
の
ス
ピ
ー
ド
審
織
で
成
さ
れ
た
教
育
と
教
師
の
監
視
の
も
と
の
四
点
セ
ッ
ト
だ
」
会
場
の
参
加
者
の
中
に
は
、
京
都
凍
死
し
た
が
、
妹
さ
ん
が
か
り
つ
り
せ
ん
f
」
遅
れ
て
か
り
つ
り
た
女
優
法
案
の
国
会
再
上
寝
を
阻
止
し
よ
う
東
五
反
田
一

l
九
l
一
O

神
野
ビ

河
勘
町
間
関

i
iμ
B
E
-
-
-・
ん

立
し
た
。
あ
の
当
時
で
き
の
法
律
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
自
由
に
発
言
し
女
た
ち
の
雲
だ
が
、
特
に
黒
一
や
沖
縄
な
ど
遠
方
か
ら
参
加
し
た
人
を
た
た
き
に
ま
つ
裸
で
寝
か
さ
の
竹
下
景
子
さ
ん
軒
女
優
だ
か
ら
、
と
習
い
あ
っ
た
。

ル

二

階

五

反

開

法

律

事

務
所
内

包

‘
型
電

gri----司
4
1
8
は
問
題
に
な
り
、
空
襲
院
で
、
な
い
と
と
に
な
れ
て
い
る
。
乙
れ
で
点
、
男
性
と
し
て
発
言
し
た
ジ
ャ
ー
た
ち
報
告
。
特
に
沖
縄
か
ら
は
、
れ
む
し
ろ
が
か
け
で
あ
っ
た
。
妹
さ
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
遷

O
「
国
家
秘
密
法
に
反
対
す
る
女
性

3
・
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恐
ろ
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル

国
家
秘
密
法
案
に
反

対
す
る
女
性
の
集
い

阻
止
誓
い
合
う

当
紙
で
は
、
一
九
八
四
年
四
月
か
ら
、
一

年

間

の

購

読

料

を

郵

送

料

込

み

の

四

千
二

百

円

と

し

て

き

ま

し

た

が

、

混

乱

す

る

こ

と

が

多

く

、

こ

と

し

の

四

月

十

日

号

か

ら

、

購

読

料
三
千
六
百
円
、
送
料
九
百
円
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

合

計

し

ま

す

と

凶

千

五

百

円

で

、

三

百

円

の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
が
、
諸
物
価
高
騰
の

折
り
、
ご
容
赦
下
さ
い
。

な
お
、
一
部
売
り
の
場
合
は
一
部
百
円
、

送
料
四
十
円
と
な
り
ま
す
。

今

後

と

も

、

当

紙

を

引

き

続

き

愛

読

下

さ

い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

一
九
八
七
年
三
月
二
十
日

全国婦人新聞社

広田隆さん (写真 ・左)と寺下力三郎さん

早

川

裕

子

+

グ

ル

ー

プ

わ

い

ふ

著

〔

有

斐

閣

新

書
〕

υミ
J

F

J

E

庄
町

-
3
fも
E

J|
伊

3
1
3
A
3雪

・

中

学

受

験

を

考

え

る

父

母

へ

定
価
六
九

O
円

"
未
部
』
児
H

は
珍
し
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
小
学
生
の
執
通
い
は
一
般

化
し
て
い
る
布
名
中
小
へ
の
ハ
ス
ホ

l
ト
を
手
に
入
れ
る
た
め

の
競
争
は
、
苛
烈
を
き
わ
め
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
に
、
税
・
子

ど
も
遠
の
思
い
、
駄
目
側
の
姿
勢
の
肉
万
か
ら
迫
る

も
う
ひ
と
つ
の
学
校

お
も
し
ろ
掌
桟
開
校
記
念
日
名
取弘文持八
O
円

尾
形

意
著

ハ
五

O
円

上

野

千

鶴

子

1
9
0
0
円
〒
抑

3
m

女
と
い
う
快
楽
好
評
重
厚
間

〈
女
と
男
の
関
係
の
解
波
〉
を
説
き
つ
』
づ
け
、
時
市
の
稀

1
2乾一者……叫ん…

リ
リ
ン
グ
な
発
見
と
共
に
生
き
た
著
者
の
到
透
点
を
一亦
す
論
集

----EE----EE--iUz--ZEE-U-一z
i--z-iE
三
一房一

劃

九

日

ぞ

ー

女

の

イ

メ

ー

ジ

一

九

O

お室田

一規

一
地
問

2
女

た

ち

の

い

ま

一

一

o
o
詔
腕

一出比一一
3
女
は
世
界
を
か
え
る
一
九
O

お
お

亙
J

コ4
女

の

自

で

見

る

一一一

o
話

綜

田
な
く
す
臼
ま
で
の
上
手
な
伺
き
合
い
方

食
品
添
加
物
と

2
£
の
う
法
制

増
尾
漫
団

法
得
税
減
反
γ

村
山
崎
戸
川
ぬ
れ
れ
U

協

い
け
は
円
ほ
門
同
崎
源
問
同
同
ぼ
ぽ
は
ほ
。
文

・
料
理
上
手
は
台
所
主
手
・
庶
民
派
料
理
家
と
調
理
器
具
と
の
出
合
い
臨
開

台
所
と
も
だ
ち

沼崎日枠内

野
町
劃
蜘
劃
却
問
昨

曹
と
子
ど
も
は
眠
え
る
|
|
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー
全
国
海
笠
宮
綱

同
絡
が
を
葬
る
人
た
ち
ん
の
手
蘇

全
国
か
ら
涙
と
怒
り
の
手
記
!
一
私
た
ち
は
忘
れ
な
勺
川
鉄
h
ト
尺
年
の
叫
霊
の
な
か
で

一
「
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
，
同
鉄
収
得
所
u
が
つ
く
ら

自
殺
・
官
舎
追
い
出
し
・
女
房
の
会
の
レ
一
れ
た
こ
と
を
・
働
く
お
の
継
利
と
み
り
を
佼
H
H
し
‘
闘
う

ポ
l
ト
/
鹿
股
会
/
世
界
の
労
組
か
ら
/
一
労
働
組
A
H
の
破
鳴
を
強
行
し
た
こ
と
を
。
そ
し
て
、
自
ら

山
図
洋
次
ほ
か
文
化
人
の
一
宮
ア
ピ
ー
ル
一
命
を
絶
っ
た
“
お
の
仲
間
が
い
た
こ
と
も
。

1
0
0
0円

学
校
に
行
か
な
い
子
主
ち

新
し
い
生
き
方
の
発
見
崎
将腕
M
M
u
i
G
5
0
0円

〈私
〉
探
し
ゲ
!
ム
上

野

千

鶴

子

欲
望
私
民
社
会
蛤

酒
脱
な
世
紀
末
ウ
ォ

Z

ツ
チ
ン
グ
r
一
三
口
口
門
町

加
納
実
紀
代

附

次
た
ち
の
歩
み
を
辿
州

り
、
そ
の
内
凶
に
光
川

を
吋
て
る
。
ぷ
口
口
川

刊

松
木
貞
夫

刺

京
都
西
川
隊
光
堂

仏

引

誕
の
本
日
唱
と
そ
の
'K-r仁
引

人
の
-
代
必
。
ベ
ロ
白
川

女
た
ち
の
〈
銃
後
〉

本
屋

代
記

----

困|童
図19
菌室
園lY
図li
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価
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令
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f 自議がいっぱいの響撲があった東豪鉛真ん曜にも

子
ど
も
が
自
主
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

グ
女
の
本
屋
d

お
目
見
え

型
車
で
切
め
て
、
女
性
に
聞
す
る
即
売
官
る
と
い
A
〆
も
の
だ
が
、
市
の
ド
フ
?
と
を
オ
ー
プ
ン
す
る
己

ー
ば
か
り
を
県
め
、
塁
柄
、
販
売
す
開
か
れ
る
時
以
外
、
本
は
車
場
附
に
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
。

る
と
い
う
，
女
の
本
車
H

「リ
l
プ
眠
っ
た
ま
ま
。
そ
と
で
か
ね
て
か
色
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
に
あ
る
w
脂
N

ル
・
ド
・
フ
ァ
ム
」
が
、
世
話
区
の
「
必
要
な
人
立
い
つ
で
も
見
に
来
れ
は
、
約
二
十
五
平
方
M
の
広
さ
で
中

「
す
ベ
!
τ
え
い
が
さ
い
」
と
「
パ
る
常
控
阻
に
し
た
い
」
と
い
う
の
が
は
じ
ゅ
う
た
ん
離
さ
。

ド
・
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
オ

フ

ィ

ス

」

の

傘

発

っ

た

。

「

女

性

に

閲

す

る

本

な

色

制

で

も

事
務
所
内
に
オ
ー
プ
ン
。
約
一
カ
月
ま
た
「
パ
ド

・
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
オ
瑚
つ
自
に
レ
た
い
を
い
う
だ
廿
に
、

の
聞
に
、
防
れ
る
人
は
}
日
早
均
一
一
、
フ
ィ
ス
」
で
は
、
切
り
辰
吉
情
報
隠
間
内
に
一
歩
λ
る
と
、
堕
い
っ
ぱ
い

三
十
人
と
好
調
な
出
だ
し
の
よ
う
「
女
性
」
を
塾
代
早
め
肱
面
で
た
に
並
べ
A
五
た
聞
に
は
女
磁
の
著
者

州

、

く

さ

ん

の

N
女
の
本
de

を
紹
介
し
て
の
宜
や
、
女
性
寺
ア
1
7
に
し
た
本

時
炉
の
き
っ
か
廿
は
J
」
h

き
た
ご
と
か
色
、
両
者
の
意
貝
ー
か
一
が
さ
つ
け
兵
予
五
盲
点
、
の
ベ
四
千

ま
で
女
性
の
歯
紹
介
や
ビ
デ
オ
上
致
、
票
所
霊
安
添
え
し
て
、
五
宙
開
惨
1
R近
の
慣
向
と
し
て

眠
告
尋
で
、
女
性
の
文
出
自
動
を
応
女
性
の
本
の
常
世
臣
「
リ
l
プ
ル
・

男
性
の
・
い
た
「
軍
事
・
保
育
入
門

担
レ
て
き
た
「
す
ベ

l
Tえ
い
が
さ

い
」
が
、
や
は
り
文
性
の
た
め
の
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
的
ど
を
め
胃
す
ミ

ズ
・
デ
ー
タ
バ
ン
ク
ル
あ
共
催
守
、

四
年
ほ
ど
前
か
ち
得
っ
て
き
た
「
女

性
の
本
と
ミ
ニ
コ
ミ
市
」
。

出
版
社
か
ち
書
髭
さ
れ
た
女
性
の

本
を
、
牢
に
一
、
二
回
だ
り
展
示
、

花
木
、

果
樹
に
固
ま
れ
て

野
草
も
五
十
種
以
上
も
あ
る

山
村
留
学
と
か
、
蔓
の
キ
ャ
ン
プ
と
か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
に

馴
れ
、
遊
び
と
い
え
ば
屋
内
の
パ
ソ
コ
ン
し
か
知
ら
な
い
子
ど
も
た
相
房
、

な
ん
と
か
自
黙
に
朝
し
ま
そ
う
と
い
う
阻
み
が
あ
5
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
同
も
特
別
の
己
と
を
し
な
く
て
も
、
宇
校
教
育
の
中
で
宇
授
の

い
か
と
い
う
実
践
を
し
て
い
る
学
慣
が
あ
る
一
。
軟
に
な
る
と
主
ち
た
ち
は

ヒ
ニ
l
ル
袋
に
楢
葉
聖
入
れ
て
琵
位
し
て
く
る
。
間
車
土
を
つ
く
る
の
だ
。

そ
し
て
己
の
開
策
土
券
年
校
畳
間
の
主
に
占
ぜ
作
物
を
つ
く
る
。
平
供
た
ち

の
円
閣
で
直
温
四
十
円
〆
も
の
ヒ
マ
ワ
リ
平
、
-
一
J
も
あ
る
サ
ツ
マ
苧
が
と
れ

た
り
す
る
。
睦
に
も
耐
脅
さ
れ
な
い
の
に
、
休
み
時
聞
に
な
畠
と
平
供
た
ち

は
ジ
ョ
ウ
ロ
を
も
っ
て
農
圃
に
曜
ま
り
、
ホ
を
吊
る
l
。
こ
の
学
校
は
東
京

都
腕
馬
区
立
石
神
井
台
小
学
世
。
東
京
二
十
二

区
の
中
で
も
己
ん
な
実
践
が

で
き
る
。
同
世
帯
訪
ず
れ
工
み
た
。

石
神
井
台
公
γ
世
(
土
ハ
字
組
、

生
徒
散
亙
百
三
十
人
)
は
鵬
馬
区
で

も
茜
の
は
ず
れ
の
斬
興
住
空
副
唱
。
ま

だ
吋
む
は
闘
が
多
く
恵
ま
れ
た
理
輔

と
い
え
よ
う
。
担
年
閉
ま
で
は
一
面

畑
、
」
Z
H
畑
町
多
か
っ
た
と
い
う
。

石
神
井
台
小
が
で
き
た
の
は
、
十
年

間
の
五
十
二
牢
。
だ
が
、
学
校
が
で

さ
で
来
て
み
る
と
、
世
庭
に
己
ぷ
し

白
木
〈
欄
馬
区
の
さ
ぎ
一
本
胆
わ
っ

て
い
る
だ
り
の
噛
風
車
な
も
の
だ

った。劃
廿
亘
時
か
ら
回
世
の
白
同
教
育

に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
・
珂
科
教
臨

中
醐
博
和
民
(
東
京
科
学
研
究
会
々

岡
)
に
よ
亭
と
、
区
は
も
っ
と
木
を

哩
え
る
と
い
っ
て
き
h
hペ
聞
い
て

み
る
と
植
木
康
苧
ん
の
見
つ
く
ろ
い

の
掴
木
。
樹
梱
も
少
な
い
。
岡
じ
圃

え
る
な
ら
・
戸
蟻
闘
た
ち
で
校
庭
の

木
に
対
し
輯
培
断
固
を
た
て
、
己
ん

な
木
を
、
少
」区
に
崩
事
レ
た
。
控
底

の
商
聞
に
は
花
木
、
車
問
、
沼
里
樹
。

北
聞
に
は
情
嗣
樹
。
地
績
の
人
か
色

胃
晴
申
込
み
が
あ
っ
た
の
で
、
西
岡

の
校
歯
脇
の
由
Y
く
ら
い
の
由
直
に

ゴ
ン
ズ
イ
や
ニ
シ
キ
ギ
と
い
っ
た
、

武
庫
野
の
雑
木
亭
緬
-
吾
」
ん
だ
よ
」

の
下
に
野
草
も
問
え
た
が
、
こ
れ
は

植
物
堅
め
中
明
先
害
用
税
金
事

さ
ん
が
、
あ
ち
と
ち
で
見
つ
け
て
椙

え
て
行
っ
た
。

こ
う
し
て
今
や
佼
庭
の
木
は
、
高

木
町
柴
の
あ
わ
せ
て
九
土
ハ
制
。
武

闘
肝
の
木
は
四
十
燭
以
よ
、
野
担
は

草
ナ
聞
段
上
に
も
な
っ
た
。

根
底
の
フ
ェ
ン
ス
ぞ
い
と
、
校
告

の
窓
の
下
に
載
層
地
を
つ
く
っ
た
が

い
い
土
づ
く
り
を
し
な
り
れ
ば
、
と

腐
葉
土
づ
く
円
券
」
は
じ
め
た
。

「
命
令
し
た
わ
け
で
な
く
、
子
供
た

ち
に
南
曜
が
あ
っ
た
民
待
っ
て
束
て

と
頼
ん
で
み
た
の
で
す
か
、
こ
の

ご
ろ
、
ほ
と
ん
Y
歪
貝
が
、
軌
に
な

る
と
落
葉
を
つ
め
た
ビ
ニ
ー
ル
裂
を

ぶ
ち
干
げ
て
首
位
し
ま
す
。
わ
ざ
わ

ざ
学
校
に
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
晶
お

母
さ
ん
も
い
ま
す
。
世
ち
が
何
も
い

わ
な
く
て
も
、
十
月
革
ほ
に
な
る
と
、

宇
校
新
聞
で
、
書
車
宇
持
っ
て
奉
涼

し
よ
う
、
と
字
ιと
も
た
ち
が
自
孝
碕

に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
く
れ
ま

す」
干
供
た
世
訂
中
に
は
、
も
ち
ろ
ん

団
地
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
届
の
な
い
子

も
い
る
が
、
公
園
の
落
葉
宇
悟
っ
た

り
、
道
路
を
糟
揮
し
で
稽
繋
を
蝿
め

た
り
、
ヂ
め
軍
に
な
れ
ば
、
ど
と
に

で
も
藩
曹
は
あ
る
も
の
な
の
だ
。

同
校
の
モ
と
も
た
ち
も
典
刑
情
な

現
代
っ
子
だ
っ
た
。
野
草
の
名
な
ど

タ
ン
ポ
ポ
ぐ
ち
い
し
か
知
品
子
、
虫

を
昆
石
井
怖
が
っ
た
。
こ
の
手
た
ち

が
、
建

Z
し
、
木
や
草
に
親
し
む

申
で
変
わ
っ
て
来
た
。
常
葉
が
腐
葉

土
に
変
わ
る
過
程
で
目
を
ま
る
く

じ
、
腐
葉
土
が
び
っ
く
り
か
え
し
て

い
る
A
4
D
、
ミ
ミ
ズ
や
コ
ガ
ネ
ム
シ

や
ク
ワ
ガ
タ
の
幼
虫
を
発
見
し
歓
声

砕
あ
り
る
。
ミ
ミ
ズ
を
つ
か
っ
て
、

公
園
の
也
で
酌
を
す
る
。

同
校
の
自
黙
に
と
り
ζ
む
強
制
聞
が

評
価
さ
れ
て
、
区
教
蚕
の
協
力
で
、

間
校
包
示
九
明
則
の
咽
瑠
宇
貸
し
て
h

(よ)校庭に晶る水生生物飼育翁描観型地。池のそばによ

ることを車止しているところ也事いが子どもが水遊びし

たいのは晶たり前と、池の中に飛石を作った。(下)下校

の子世たちが、飛石の上を走りまわって遊んでから帰る。

一年生たちも、昼体みにはジョウ口をもって塵園ヘョ こ

うした万がいいよと指導する中問先生(白衣)

石
神
井
台
小
・
中
帽
博
和
教
諭
の

構
成
に
よ
る
時
本

「
白
剤
と
あ
そ
ぼ

う
」
(
咽
開
嗣
)
会
芋
巻
が
墜
文
協

か
ら
判
官
行
さ
札
た
。

こ
れ
処
自
燃
睦
本
、
理
科
桂
本

と
よ
ば
れ
る
恥
の
は
多
い
が
、
開
鑑

め
い
た
も
の
か
、
叩
識
の
怯
本
で
、

子
ど
も
に
自
黙
の
面
白
古
軒
発
見
さ

せ
奇
植
本
は
な
い
。
チ
ど
も
を
白
熱

に
つ
れ
出
す
よ
う
な
桔
本
は
で
き
な

い
も
の
か
、
と
い
う
企
画
。
中
咽
教

蹴
が
三
十
牢
東
あ
た
た
め
て
い
た
テ

!
?
が
、
瞳
本
と
じ
て
実
現
し
た
と

い
う
。瞳
文
協
(
塵
村
楓
村
文
化
協
盟
百
)

は
、
昭
和
十
五
牢
に
限
立
さ
れ
た
法

人
だ
が
、
職
後
、
塵
車
の
寸
前
朝
に
立

つ
文
化
運
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
き

た
。
人
間
と
自
問
弁
あ
理
境
を
P
事

正
し
て
い
く
か
、
と
い
う
基
本
的
立

塘
に
た
ち
、
科
学
方
能
キ
議
、
経
慣

合
翠
+
躍
を
克
服
す
る
文
化
活
動
を

行
っ
て
安
た
。

出
臨
活
動
は
丙
干
の
運
動
の
主
力
で

ち
い
、
白
問
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と

思
っ
た
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
自
身
に

自
黙
の
面
白
さ
を
艶
見
さ
せ
た
い
と

い
う
思
い
が
伝
わ
れ
ば
」
と
語
っ

て
い
る
。
(
全
十
嘗
畠
巻
二
千
円
)

専
門
・
は
も
と
よ
り
「
安
輯
昌
益
金

集
」
、
ユ
ニ
ー
ク
な
「
日
本
の
食
生

活
全
揖
」
な
ど
定
酔
が
あ
る
。

た
ま
た
ま
右
神
井
台
小
の
完
闘
を

知
っ
た
腫
文
協
が
、
己
の
成
果
に
着

目
、
中
嶋
先
生
の
考
え
方
が
、
民
文

協
の
姿
轄
に
ぴ
っ
た
り
一
散
す
る
と

中
噛
先
生
の
良
年
あ
た
た
め
て
き
た

テ
!
?
を
、
現
輿
に
睦
本
化
す
る
己

と
に
ふ
み
切
っ
た
も
の
。

中
間
教
臨
は
「
向
よ
り
も
小
学
校

一
、
二
年
ま
で
の
4
F
も
に
見
で
も

初
年
来
の
構
想
実
る

L
V

旬

、
ν
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さ
ん
は
、
世
採
盟
書
は
現
住
民
の
型

地
ま
で
も
伐
採
で
酷
晒
し
て
い
る
。

ぞ
れ
も
事
桂
報
曹
で
特
色
せ
、
そ
の

開
聞
は
一
ニ
首
マ
レ
ー
シ
ア
ド
ル
く
ら

い
。
壊
さ
れ
た
ら
ど
っ
思
う
か
な
ど

ま
っ
た
く
聞
己
予
と
も
し
な
い
。

迎
に
世
保
講
者
は
、
親
廿
郡
安
再
固
辞

す
る
ゆ
」
と
に
よ
っ
て
み
ん
な
に
も

利
益
が
あ
る
l
l仕
事
が
あ
る
と
い

い
。
不
当
や
っ
て
出
来
た
伐
採
現
掛
っ
て
い
る
。

で
は
、
ど
つ
い
う
間
層
が
起
っ
て
い
「
そ
れ
で
帽
ら
れ
る
仕
事
は
、
酬

の

だ

歪

が

。

腕

さ

れ

て

い

な

い

人

で

も

出

揺

る

圃

木
を
伐
採
す
歪
時
、
大
き
く
商
品
単
で
、
し
か
も
危
験
な
仕
事
ば
か
り

と
し
す
動
車
。
良
い
樹
を
坦
ん
で
切
だ
。
管
理
由
で
港
蔀
外
人
で
あ
る

る
の
だ
が
、
高
さ
が
一
ニ
O
I五
O
M
日
本
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
な
ど
の
人

も
あ
岳
樹
が
あ
り
、
そ
れ
を
切
る
と
々
だ
」
と
い
う
。

か
ち
ん
で
い
た
ツ
ル
と
と
も
に
周
り
河
に
流
し
て
木
討
を
選
ぶ
た
め
、

帯
林
が
梢
え
て
い
く
の
は
、
な
に
高
林
在
探
す
る
の
に
は
政
府
の
の
小
套
な
ぎ
倒
し
て
し
雪
。
仮
河
も
草
さ
れ
魚
が
獲
れ
な
く
な
っ

も
伐
保
だ
け
で
な
く
暁
畑
醜
曜
に
も
許
可
、
ラ
イ
セ
ン
ス
が
必
哩
匂
曜
に
、
帯
林
市
山
日
あ
亭
伐
採
し
で
も
、
匂
伐
傑
後
に
婆
」
しれ
た
も
の
は
、

原
因
が
再
る
と
、
焼
畑
里
離
に
聞
因
輔
の
伐
揮
、
開
発
に
つ
い
て
は
、
マ
翼
障
の
轟
排
の
融
担
率
は
来
場
に
大
白
黙
の
集
家
の
変
尚
干
ば
つ

を
転
揖
す
る
人
も
い
る
。
マ
レ
l
シ

レ

i
シ
ア
連
邦
政
府
で
は
な
く
、
州
も
な
る
の
弓
巨
木
建
探
し
た
り
弁
浜
水
、
畠
掴
離
な
ど
な
ど
。

ア
の
熱
帯
地
暗
に
は
、
イ
パ
ン
族
の
政
府
に
槽
限
が
あ
り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
運
開
す
る
労
働
力
は
現
住
民
た
ち

ζ
p
uた
加
盟
府
の
や
り
方
に
サ
ラ

よ
う
に
焼
畑
塵
耕
に
よ
っ
て
中
古
す
の
ほ
と
ん
ど
は
政
出
軍
の
手
に
渡
つ
で
、
常
に
危
険
と
隣
り
あ
客
五
ワ
ク
地
方
で
も
反
対
運
酌
が
起
っ
て

る
山
住
の
民
艇
は
多
い
が
、
そ
れ
は
て
い
る
。
い
て
い
る
。
桔
料
は
出
芸
高
仏
い
だ
。
い
る
が
、
地
明
か
民
遁
域
の
格
動
が

た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
と
カ
ニ
ア
直
径
に
伐
保
を
行
っ
て
い
る
の
「
木
を
通
ぶ
時
、
沼
地
で
は
槽
融
躍
し
く
、
現
住
民
の
住
む

一
つ
の
ロ

さ
ん
は
言
う
。
ロ
ン
ド
ン
の
国
陣
理
は
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
と
呼
ほ
れ
る
頼
者
団
昨
え
な
い
の
で
、
小
木
幸
垣
間
に
ン
グ
ハ
ウ
ス
か
ら
院
の
ロ
ン
グ
ハ
ウ

揖
開
発
研
寄
の
調
査
に
よ
る
と
、
伐
雲
社
で
一
、
現
地
政
府
主
低
企
並
べ
、
そ
の
幸
す
ベ
ち
し
主
連
ぶ
。
ス
ま
で
一
瞬
も
か
か
る
と
カ
ニ
ア
さ

闇
商
ア
ジ
ア
の
熱
帯
柿
の
融
掴
の
七
曜
と
商
社
の
合
弁
企
社
が
多
い
。
キ
ャ
タ
ピ
ラ
主
連
ぷ
時
は
、
時
速
八
ん
。

五
票
、
直
陸
、
間
接
に
木
震
保
護
毒
め
る
時
、
草
壁
ず
ニ

J
B速
さ
で
一連
ぶ
の
で
と
で
も
接
会
話
、
震
の
同
意
書
を

が
鼠
困
で
寄
宕

b
h
m指
摘
吉
れ
て
川
か
ら
伐
幌
地
域
ま
で
の
酪
を
作
危
暁
で
す
。
で
き
奇
の
時
時
は
同
持
っ
て
来
て
そ
の
地
域
の
住
人
に
強

い
る
も
る
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
見
境
い
な
く
も
な
く
、
医
揖
薗
も
保
障
去
五
笠
制
的
に
サ
イ
ン
を
さ
せ
よ
う
と
す

椋
輔
の
野
草
や
果
物
に
依
存
じ
で
木
を
倒
し
、
地
な
ら
し
を
し
て
い
く
。
払
わ
れ
な
い
の
甘
す
」
る
。
ぞ
れ
評
阻
止
す
る
者
が
い
れ
ば

生
活
し
て
い
h

先
住
民
躍
、
ぺ
ず
/
そ
れ
だ
け
で
は
、
南
が
降
る
と
土
砂
乙
の
白
、
来
日
中
甘
告
別
参
加
し
筆
章
者
呼
ん
で
来
て
、
反
剤
者
会
出

態
の
事
つ
に
持
聞
生
活
を
し
て
い
る
が
流
れ
、
沼
田
と
し
て
億
九
た
た
な
た
フ
ィ
リ
ッ
プ

・
ハ
l
ス
ト
さ
ん
置
場
L
た
た
き
込
む
。
釈
放
す
る
時

民
震
は
轟
林
破
坦
に
よ
っ
て
、
直
接
い
の
で
、
雨
水
彩
読
す
た
め
に
遭
臨
(
イ
ギ
リ
ス
生
哀
れ
。
地
球
の
友
で
警
慣
は
、

4
吉
社
の
や
る
こ
介
事
訴

に
打
撃
を
受
廿
て
い
る
。
の
両
聞
に
岨
慣
を
掴
る
。
も
っ
と
偏
単
活
闘
、
一
九
八
五
平
以
降
東
南
ア
ジ
蝿
す
る
な
N

と
い
高
話
り
草
志
だ
と

「
政
府
は
、
世
帯
に
他
の
コ
ミ
ュ
宝
刀
法
、
道
路
の
周
囲
に
あ
る
木
喜
望
し
、
今
年
末
に
報
告
・
を
い
う
。

ニ
テ
ィ

1
と
間
活
雪
に
、
同
じ
輔
を
切
り
例
レ
で
し
寄
っ
こ
と
だ
。
雨
出
す
予
定
)
も
、
そ
の
労
骨
の
危
暁
い
ま
、
マ
レ
ー
シ
ア
地
球
の
京
と

所
に
住
ん
で
瞳
耕
生
活
宇
す
る
よ
う
が
陣
り
二
で
の
睡
に
強
い
太
一聞
の
光
世
に
つ
い
て
、
「

λδ
万
平
方
M

一
母
人
、
残
っ
て
い
る
踊
林
の
保
瞳

酎
め
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
己
弁
甚
が
当
る
と
、
熱
帯
の
土
壇
は
コ
ン
ク
の
木
材
を
切
り
出
す
た
め
に
七
人
の
な

Y
E求
め
て
連
動
を
し
て
い
争
と

す
れ
ば
、
種
族
と
し
て
絶
r

一
え
で
レ
ま
リ
l
卜
宅
令
つ
に
閉
ま
亭
と
い
う
。
人
が
死
亡
し
て
い
る
」
と
窓
口
。
死
い
う
報
告
が
な
さ
れ
弓

う
だ
角
K
コ

」

そ

こ

に

は

二
度
と
樹
木
は
生
え
な
い
亡
に
対
す
る
回
閣
は
、
軍
属
に
対
す
己
の
後
、
吉
明
か
色
、
梢
薗
園
目

先
陀
民
の
申
活
・
文
化
は
も
と
よ
ざ
守
っ
と
有
る
慰
酎
料
も
古
め
て
一
万
四
千
マ
レ
本
が
伺
を
し
た
ら
い
い
の
か
。
現
住

り
、
生
存
手
の
も
の
が
危
栂
に
朝
し
こ
の
よ
う
に
伐
闘
の
搬
出
、
道
路

l
シ
マ
令
ル
だ
と
い
う
。
民
の
人
々
と
と

puた
ら
手
か
暗
べ

て
い
る
と
カ
ニ
ア
さ
ん
は
時
貯
え
る
。
の
霊
に
よ
る
震
の
融
壇
突
き
開
け
て
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ハ

l
ス
ト
る
か
な
志
園
時
カ
あ
っ
た
。
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ラ
ジ
ェ
ス
ワ
リ

目
カ
ニ
ア
さ
ん

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
地
球
の
友
、
ベ
ナ

ン
梢
園
者
慰
耳
で
活
闘
す
る
弁
雄
主

だ。
見
る
己
弁
が
睡
も
早
く
理
解
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
、
カ
ニ
ア
さ
ん

は
ス
ラ
イ
ド
を
持
審
レ
、
フ
ィ
ル
ム

木
材
伐
採
が
最
大
原
因

日
本
ヘ

の
輸
出
六

O
%
を
占
め
る

骨
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
半
分
近
く
の
熱
帯
林
が
梢
概
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
は
、
こ
の
熱
帯
林
か
A
切
り
出
さ
れ
る
南
洋
材
の
一
聞
大
岡

賢
国
で
、
住
宅
、
車
具
、
陸
ポ
I
ル
か
色
わ
り
一
害
、
木
炭
に
ま
で
使
用
し
、
臨
告
し
帯
鍾
か
に
し
τ
い
る
。
そ
の
聾
に
は
、
南
洋
材
の
生
産
国
の
人
々

の
曹
色
し
、
文
化
が
鼎
帯
柿
の
磁
壇
に
よ
っ
て
、
著
し
く
司
令
な
己
れ
て
い
る
。
手
た
、
世
間
帯
輔
の
極
壇
が
ど
ん
ど
ん
隅
は
ほ
、
地
球
ト
あ
植
物
E

動

物
種
の
四
分
の
一
が
、
永
直
に
貴
わ
れ
る
と
も
曹
わ
れ
て
い
る
。
園
聞
大
の
尚
圃
国
の
責
任
と
し
で
巴
本
は
伺
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
春
場
え

よ司

γー
そ
の
た
め
に
現
地
の
唖
を
舟
ろ
予
と
、
日
本
国
陣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
白
ほ
ど
マ
レ
ー
シ
ア
か
民
ヲ
ジ
ェ
ス
ワ
リ
・
カ-一ア

さ

ι差
招
い
て
「
ア
ジ
ア
の
調
介

X々
マ
レ
ー
シ
ア

・
サ
ラ
ワ
ク
快
保
さ
れ
yd聞
か

A
6墾
己

実

票

・
千
黙
合
区
民
合
闘
で
ニ
竹
之
、

安売~p.、来斤阻宵国舌ξ〈金曜日〉198ワ年3月 20日(3 ) 

を
見
な
が
ち
腕
明
す
る
。

一
九
八
五
年
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ち

三
五
円
δ
方
一
立
方
H
制
点
あ
木
材
が
輸

出
さ
れ
た
が
、
そ
の
四
円
弱
は
サ
ラ

ワ
ク
州
か
ち
で
、
置
も
多
い
輸
出
先

は
日
本
で
全
悼
の
六
円
磁
を
占
め
て

い
る
と
い
う
。

向って右からハ ストさ九力ニアさん、通聞の女性

じ
コ
く
り
と
本
の
内
容
に
目
を
週

し
、
ゆ
っ
く
り
と
猷
し
い
本
房
温
ぷ

己
と
が
で
き
る
ハ

今
、
一
昭
画
面
で
は
本
の
回
転
が

早
く
、
一
ニ
カ
月
も
す
る
と
巴
聞
か
む

消
Y

え
て
し
±
弐
J

と
い
司
所
、
己
こ
で

は
新
制
以
外
の
古
い
本
に
凶
企
う
己

弁b
v
で
き
る
の
も
良
い

常
訟
を
旬
念
し
、
一
月
中
旬
t
b円

わ
れ
た
フ
ェ
ア
で
は
、
学
園
冊
、
学
生
、

研
究
者
色
、
五
日
間
で
の
ベ
三
百
五

十
人
世
リ
l
ブ
ル
・
ド
・
フ
ァ
ム
」

を
訪
れ
た
。

趨
く
は
新
潟
や
星
崎
か
ち
来
た
人

も
お
り
、
ス
タ
γ
フ
の
臣
で
は
、
「

度
自
内
に
入
争
と
、
広
を
な
が
め
て

メ
モ
砕
亙
っ
た
り
、
時
や
イ
ス
に
庫

っ
て
、
畏
い
時
聞
か
け
て
本
を
理
ぶ

人
の
獲
が
目
立
っ
た
」
と
い
う
内

五
日
間
の
フ
ェ
ア
で
特
に
哩
れ
た

本
は
、
「
立
と
い
う
候
型

(上
野

千
圃

τ会
)
、
「
開
も
女
も
育
児
時

聞
を
」
(
ミ
ニ
コ
ミ
誌
)
。
中
に
は

一
人
で
ヒ
、
八
千
円
、
団
体
で
は
N

闘

ポ
l
ル
精
い
っ
ぱ
い
μ

買
い
つ
け
る

人
も
お
り
、
七
千
円
も
す
る
「
輯
耳

全
県
」
な
ど
専
門
前
な
本
を
困
っ
て

帰
る
人
も
多
か
っ
た
。

ア
ン
ケ
ト
に
配
入
苦
れ
た
暫
曹

で
は

「よ
く
と
れ
だ
け
の
本
を
蝿
め

た
と
感
心
し
た
」

「主宙
開
に
は
軍
属

で
女
件
あ
本
多
換
す
だ
貯
で
も
大
変

な
の
で
と
て
も
良
い
企
国
」

「ゆ
っ

く
り
介
涯
を
手
に
取
っ
f
温
ベ
て
よ

か
っ
た
」
な
ど
と
貯
肝
。

ま
た
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

の
本
務
も
っ
と
」
戸
志
、
「
外
国
女

性
作
家
の
本
も
取
り
煩
っ
て
ほ
し

い
」
な
Y
め
声
や
、
「
園
用
法
問
保

の
本
務
集
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
企

揖
間
保
者
か
ら
の
嬰
盟
も
あ
っ
た
の

圃
」
な
ど
も
置
い
て
い
る
。
で
、
奇
笹
は
本
の
棚
製
品
宅
し
、

ま
た
、
全
国
畠
地
の
女
性
に
関
係
女
性
問
思
表
特
輯
し
て
い
る
睡
眠
や

し
た
ミ
ニ
コ
ミ
底
が
望
喜
一
通
告
重
型
ど
も
集
め
て
さ
巴
に

め
ら
れ
て
い
る
の
が
特
酷
だ
。

内
容
の
充
実
宇
ぽ
か
っ
て
い
く
と
い

一
胆
の
・
后
で
は
、
女
性
m
Z本
だ
う
。

け
を
渠
め
た
コ
ー
ナ
ー
は
少
な
く
、
寺
桂
に
つ
い
て
は
、
本
の
リ
ス
ト

酷
し
い
本
者
療
レ
出
す
だ
廿
で
も
一

を
作
り
、
，
女
性
u

酷
よ
で
一
週
間
厳

苦
封
だ
が
、
己
こ
で
は
本
が
「
女
性
聞
を
し
よ
う
と
す
る
企
画
も
生
ま

宇
女
性
肺
」
「
師
企
「
輯
争
」
「
主
れ
、
「
探
闘
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

園
口
な
ど
と
、
テ
1
7剖
に
棚
に
並
ら
、
容
面
的
便
の
良
い
閉
に

gq調

べ
ら
れ
大
震
わ
か
り
や
す
い
。

え
、
将
来
は
。
リ
l
プ
ル
・
ド
・
フ
ァ

部
里
の
中
央
に
置
か
れ
た
イ
ス
、
ム
N

を
女
性
に
閲
す
る
す
べ
て
の
出

あ
る
い
は
じ
ゅ
う
た
ん
に
座
っ
て
、
版
情
報
が
槽
ら
れ
る
セ
ン
タ
ー
に
し

た
い
」
と
、
ス
タ
ッ
フ
は
希
望
に
燃

え一
で
い
る
。

0

9

0

 

「リ
l
プ
一ル
ド
フ
ァ
ム
」
は

東
京
都
渋
合
区
代
々
木
田
l
ニ
ハ
l

五
、
東
都
レ
ジ
デ
ン
ス
四
一

O
(官

Q
d
・2
t
0
8
4
4
0
1

日
・
祝
日
酔
蔽
く
月
曙
か
ち
金
岨

の
十
一
時
;
六
時
ま
で
オ
ー
プ
ン

〈火
・
金
は
午
桂
八
時
占
で
)
れ
た

だ
し
、
師
月
一
11
五
、
十
九
、
ゃ
一
+l

臼
は
休
園
。

号

2
」
と
に
成
功
し
、
六
六
O
Zム宵

νの
学
校
畠
聞
が
誕
牛
じ
た

巾
醐
先
生
は
、
世
な
く
と
も
西
十

弓
は
嗣
り
か
え
す
こ
と
、
く
弓
い
し

か
指
剥
し
な
い
し
、
担
任
の
先
生
た

ち
だ
っ
て
土
い
じ
り
は
生
主
て
は

じ
め
て
の
人
ば
か
り
だ
だ
が
、
商

策
士
を
い
れ
、
載
唱
を
つ
づ
防
号
っ

ち
は
じ
め
宅
地
で
点
よ
だ
っ
た
の

が
、
唖
か
な
嗣
土
に
変
易
し
た
。一

学
年
あ
た
り
白
平
方
釘
に
も
欄
た
な

い
農
園
だ
が
、
サ
Y
7
芋
な
ど
一
ク

ラ
ス
あ
た
り
、
間
ポ
l
ル
一
杯
以
よ

も
で
き
る
。
一
つ
四

O
Q以
よ
と

い
う
ジ
ャ
ガ
芋
争
、
=
一十
可
以
上
も

あ
る
サ
ツ
マ
芋
が
出
現
古
る
。

一
昨
年
、
二
年
生
の
睡
圃
で
、
で

き
た
ヒ
マ
ワ
リ
は
、
向
と
、
高
さ
三

目
、
花
の
目
盛
田
十
H
J
o

先
生
も
手

ど
も
も
、
大
き
い
な
ァ
と
び
っ
く
り
。

そ
の
A
d
D
、
一
体
、
橿
は
い
く
つ
入
っ

て
い
る
だ

42メ
」
子
供
た
ち
が
さ
わ

さ
出
し
た
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち

に
は
H

数
あ
て
ゲ
1
ム
H

。
理
科
委

員
会
の
子
ど
も
た
ち
が
一
所
懸
命
散

え
た
と
こ
ろ
、
慣
は
二
千
二
百
五
十

f

F
離
に
近
い
子
ど
も
た
ち
は
極

亭
丹
け
て
も
ら
っ
た
。

い
つ
の
間
に
か
す
3
ノ
芋
勉
り
の
が
ち
ょ
っ
と
ほ
こ
ろ
び
た
六
吾
、
下

選
定
は
中
止
に
な
タ
一〔L
授
で
で
き
ど
も
が
学
級
の
新
聞
に
、

H

曹
を
見

る
の
だ
か
量
く
広
々
必
哩
は
な
つ
り
た
H

と
早
速
・
き
ま
し
た
払
、

い
)
、
か
わ
り
に
誌
に
一
世
と
世
麿
朝
礼
で
ユ
宇
ん
と
ほ
め
ま
し
た
よ
こ

で
瞳
き
宇
式
会
が
低
温
剖
ふ
っ
た
り
、
の
問
、
近
所
の
蓋
硬
学
校
の
平
台
も

お
母
さ
ん
が
来
て
事
イ
モ
っ
く
を
害
レ
て
究
宍
ザ
ー
を
し
ま
し

り
が
始
ま
っ
た
り
口
車
じ
い
行
事
か
た
が
、
高
長
4

の
学
校
の
平
少
」
も
が
亮

一
ば
い
出
で
来
九
島
に
や
さ
し
い
の
で
す
。
払
の
方
市
略

作
物
を
つ
く
る
ま
酌
咽
も
来
る
劃
す
る
く
ち
い
で
し
た
」

置
に
は
チ
ョ
ウ
伸
ヤ
タ
や
イ
ナ
石
神
井
台
小
は
学
草
聞
づ
く
り

ゴ

が

警

品

し

需

食
ι
ち
議
書
名
で
、
，
学
校
新
聞
H

(

朝
v

uく
自
然
介
涯
ぷ
民
二
の
ほ
か
各
ク
ラ
ス
で
新
聞
を
つ
く
っ

い
ま
、
平
央
広
治
両
母
艦
に
も
い
て
い
る
。
こ
れ
A
M
U
新
聞
が
留
年
都

わ
れ
な
く
て
も
、
柑
紫
静
聞
に
は
ジ
教
蚕
や
毎
日
薪
醐
ぞ
の
他
の
学
校
新

ョ
ウ
ロ
を
も
有
国
し
水
を
や
り
、
雑
聞
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
、
今
年
は
都

車
を
み
つ
け
争
と
堕
き
、
「
」
く
自
然
教
護
包
最
帽
持
買
を
h
X
6
っ
た
ほ
ど

に、
ρ
農
作
擢
e
に
と
り
く
ん
で
い
る
。
の
名
門
氾
。

石
神
井
台
小
の
唖
揮
監
子
校
畏
「
自
黙
に
親
し
町
山
一
が
、
新
聞
づ

は
、
今
笠
度
器
宇
νて
き
「
ほ
か
り
く
り
に
も
役
立
っ
て
い
る
h
z
雇
い
ま

だ
が
同
校
の
自
開
教
膏
に
つ
い
て
す
」
井
優
麗
校
畏
。

「
ど
己
の
学
校
で
も
栽
培
鞍
育
は
や
弼
外
の
、
石
神
井
台
小
の
圭
J

な

っ
て
い
ま
す
か
、
こ
の
宇
控
の
4
つ

学

務
ιか
ら
で
き
た
の
で
は
な
い
か

に
徹
底
し
て
貴
闘
し
て
い
る
学
世
は
と
い
う
聞
も
あ
る
が
、
世
藤
俊
豊
平

珍
し
い
と
思
い
ま
す
。
自
問
に
親
し
申
咽
先
生
は
「
で
は
、
瞳
村
忽
逐

む
中
で
、
主
」
も
た
ち
に
生
命
を
い
で
、
こ
れ
だ
け
徹
底
し
て
自
問
学
習

と
お
し
む
唖
興
が
出
て
果
、
自
黙
を
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
。

見
る
観
い
盟
車
限
、
科
学
す
る
心
が
そ
し
て

「都
合
の
Y
量
ん
中
の
学
校

で
き
る
と
風
い
よ
す
oと
の
聞
も
、
帽
で
も
、
ポ
y
ク
ス
や
昨
智
正
を
畢
よ

に
お
い
て
も
、
あ
る
程
度
む
己
ρ
ほ

で
き
る
。
や
歪
互
に
熱
意
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
。

女
性
に
関
す
る

本

ば

か

り

販

売

リ
l
ブ
ル

• 
フ
ァ
ム

ド
• 

ゆっくりと草を週びに、ぜひ
おいで下さい l

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
女
た
ち
」

ド

メ

ス

出

版

広
島
女
性
史
研
究
会

久
平
和
の
た
め
に
活
動
し
つ
づ
り
る

女
た
ち
守
昂
る
。

-
一
工
突
の
女
性
〔
グ
ル
ー
プ
)

が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ユ
ニ

ー
ク
な
の
時
い
わ
ゆ
る

ν広
島
の

女
H

だ
け
で
な
く
、
パ
l
パ
ラ
・
レ

イ
ノ
ル
ズ
さ
ん
の
よ
う
な
、
広
島
、

平
和
運
動
と
深
い
か
か
わ
り
多
得
つ

外
国
人
女
性
や
、
外
国
で
話
闘
す
吾

被
煙
女
性
(
聞
子
サ

l
ロ
l
、
笹
轟

H

躍
埋
酷
災
と
平
相
を
語
る
と
き

広
島
は
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
4

と
あ
と
交
さ
に
あ
る
。
だ
か
ち
己
の

本
で
と
り
あ
げ
円
F

れ
た
女
た
ち
は
嵐

煙
を
曲
り
つ
ぎ
、
植
を
最
古
し
、
恒

出
向
主
性
史
研
究
会
制
時

ヒ
ロ
シ
マ
の
女
た
ち

大
地
握
、
火
災
な
Y
私
た
ち
の
曹
の
ま
わ
り
に
は
μ
災
害
μ

の
危
憤
が
い
っ
ぱ
い
。
昨
牢
の
三
原
山
大
噴
火

の
よ
う
に
、
費
用
や
っ
て
く
る
H

災
曹
H

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
怨
災
害
が
起
っ
た
時
、
ア
ナ
タ
は
自
分
で

費
を
守
り
、
生
き
残
る
己
主
か
で
膏
量
す
か
0

東
京
・
闇
馬
区
役
所
防
災
揮
で
は
一一
一月
=
百
か
ら
ナ
五
日
ま

で
、
霊
か
に
あ
る
も
の
#
利
用
し
て
、
ぃ

Zい
唱
に
曹
を
守
り
、
生
裏
る
た
め
?
の
「
要
サ
パ
イ

パ
ル
揖
霊
E

」
を
区
内
の
八
力
所
で
開
催
し
た
。

む煙体験、の実地訓練も

同
銀
で
は
己
れ
ま
で
も
，
お
金
を
融
宇
ロ
ポ
ト
レ
ょ
う
。

か
け
な
い
防
災
H

酔
戸
」
い
ろ
い
円
盃
乙
の
巳
の
一
揖
師
は
(
財
)
市
民
防

画
、
区
民
に
防
災
意
聞
の
向
-
£
母
災
研
究
所
の
岡
唾
醇
(
品
っ
し
)
さ

び
か
け
で
き
h

録
、
昨
年
J
」
の
安
ん
。

パ
イ
パ
ル
珊
習
合
」
を
開
い
た
と
こ

H

サ
パ
イ
パ
ル
体
字
の
第
一
一
は

ろ
大
好
評
。
「
天
変
評
判
が
よ
か
っ
「
哩
買
や
ガ
ス
を
便
わ
な
い
と
車
の

た
の
で
、
奇
年
も
開
帽
す
る
こ
と
に
世
主
刀
」。

虫
料
油
酔
燃
料
に
す
る

な
っ
た
も
の
で
す
」
(
防
災
臨
・
木
の
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
、
不
め
た
め

村
係
畏
)
と
い
う
。

に
必
寝
な
H

コ
ン
ロ
作
リ
H

に
、
岡

調
習
の
内
骨
商
は
A
M
電
置
や
ガ
ス
を
島
亨
ん
の
指
噂
で
、
桃
戊
し
た
。

使
わ
な
い
-

R

き
方
会
パ
ン
ス
コ
ン
ロ
の
材
料
に
な
る
の
は
、
ァ

ト
利
用
の
蕗
急
処
置
食
生
用
闘
を
使
ル
ミ
缶
四
コ
(
五
の
む
叫
〉
、
テ
ィ
ッ

っ
た
安
全
貯
世
示
リ
袋
使
用
の
貯
水
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
と
、

袋
・
ひ
ょ
占
。
つ
作
り
古
車
庭
用
開
ど
己
の
軍
底
に
も
あ
る
も
の
ば
か

火
器
作

H
7介
巌
お
ι
く
さ
ん
。
乙
り
。

の
ほ
か
輯
幽
装
置
を
使
っ
た

n
煙
悼
作
り
方
を
簡
単
に
酎
明
す
る
と
、

学
や
、
燈
ゆ
中
で
の
避
難
方
法
な
ア
ル
ミ
缶
三
コ
で
、
コ
ン
ロ
と
豆
徳

ど
、
興
地
釧
慣
が
由
わ
せ
主
円
わ
れ
#
作
り
、
残
り
一
コ
で
計
量
カ
ッ
プ

た

。

を

作

否

。

テ

ィ

シ

シ

ュ

ペ

ー

パ

ー

を

十
一
日
、
区
廿
翫
努
福
祉
企
聞
で
聞
く
ま
い
て
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
差

汗
わ
れ
た
鵬
薗
会
は
、
霊
の
理
大
し
込
み
、

γJを
作
る
よ
」
の
あ
と
外

県
地
区
か
全
中
宙
開
た
ち
約
五
十
名
が
を
囲
う
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
の
圃
よ
け
を

事
加
。
十
時
か
ら
三
時
ま
で
五
時
凶
作
る
。

に
わ
た
り
H

防
災
サ
パ
イ
パ
ル
g

に
作
り
方
は
「
小
学
四
年
生
の
工
作

つ
い
て
バ
ッ
テ
リ
と
体
験
、
単
脅
し
程
度
吉
岡
一
島
さ
ん
は
い
う
が
、
ゃ
っ

た
。
己
の
申
書
口
、
い
く
つ
か
の
体
て
み
る
と
案
件
離
し
い
。
己
の
目
は

六
人
づ
つ
で
一
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、

約
一
時
間
ほ
ど
説
明
し
て
や
っ

と
コ
ン
ロ
恋
夜
。

L 、ざという時のために東京 ・練馬

4 
聞朝コンロに米とホを入れた鍋をカ喝ナ、フタに
力レーをのせてまわりをアルミで囲う

基醐報告をする大崎正治さん

喧
下
草
ん
ち
渡
戸
り
あ
げ
た
こ
と
。

ま
た
、
世
醐
の
年
か
ら
、
原
理
孤
兜

の
世
慢
に
と
円
積
ん
で
い
号
上
軍
相

子
さ
ん
や
、
昭
和
二
十
四
年
、
広
島

県
蝿
速
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
は
じ

め
て
平
和
婦
人
大
告
が
も
た
れ
た
己

と
な
ど
は
、
ゃ
っ
ほ
宇
ん
ζ
忘
む
口

れ
て
い
る
事
実
だ
け
に
、
置
重
な
配

蝿
の
掘
り
お
と
し
と
い
-
一
え
る
。

広
島
女
性
史
研
究
会
は
プ
ロ
の
蝿

団
で
な
く
、
大
半
町
屋
に
酌
棋
を
も

っ
主
蝿
た
ち
と
い
う
。
大
変
な
買
力

だ
っ
た
と
辱
つ
が
、
も
と
が
新
聞
に

週
間
(
中
間
新
聞
夕
刊
)
さ
れ
た
も

の
だ
け
に
、
配
述
が
園
田
す
ぎ
る
の

が
残
念
で
あ
る
。
曲
目
取
材
で
な
く
、

配
輯
だ
け
の
卑
成
。
雪
に
思
え
る

も
の
も
あ
る
が
、
も
つ
ー少し
、
本
人

や
当
事
者
の
証
曹
の
裏
づ
け
が
あ

り
、
師
事
も
の
と
じ
て
面
白
い
も
の

に
な
っ
て
い
れ
ば
と
、
惜
し
い
輯
が

す
る
。
(
ド
メ
ス
出
眠
千
六
百
円
〉

できよョた力レ ライスに舌づっみ

己
の
コ
ン
ロ
は
、
五
砲
と
ワ
ン
セ

y
ト
に
し
て
撞
相
、
中
に
シ
ン
と
圃

よ
け
を
た
た
ん
で
入
れ
た
計
晒
カ
y

プ
を
組
み
合
わ
廿
畠
と
、
も
少
あ
ア

ル
ミ
白
ぐ
ち
い
の
大
空
己
に
な
り
、

収
納
も
圃
単
。

三
つ
の
コ
ン
ロ
の
中
に
、
Jジ
レ
ず

つ
入
れ
た
畠
用
油
券
開
制
に
し
、
マ

ッ
チ
の
出
ほ
ど
の
卜
ロ
ト
ロ
と
し
た

火
と
、
ア
ル
ミ
の
反
射
捕
を
両
用
し

て
、
む
ち
す
L
6
つ
に
し
て
、
と
飯
を

蛇
く
と
い
ュ
P
仕
組
ぷ
弓

お
昼
に
同
己
の
コ
ン
ロ
ず
快
い

た
と
優
に
、
カ
レ
1
岸
か
け
す
訟
直

し
工
み
た
が
、
約
一
時
間
十
分
で
世

き
ょ
っ
た
と
匝
は
、
シ
ン
も
歩
、
ふ

っ
く
ら
と
し
て
、
電
気
量
の
ご
甑
よ

り
お
い
し
い
く
ち
い
。

米
は
介
添
な
く
て
も
ウ
マ
イ
、
水

は
い
さ
の
時
は
晴
嵐
聞
の
ホ
を
と
か

し
惇
コ
長
を
学
ん
だ
こ
と
も
、
収

唖
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

午
睡
は
発
煙
装
置
を
使
つ
て
の

w
理
体
験
M

。
煙
が
充
晴
す
る
小
部

屋
に
入
る
と
、
一
討
も
見
え
な
い
ほ

ど
。
と
E
ろ
か
、
「
そ
れ
で
は
座
っ

て
み
て
下
さ
い
」
と
い
う
岡
島
亨
ん

の
指
導
で
、
床
に
は
う
ト
雪
J

に
し
て

み
る
と
、
人
の
聞
が
わ
か
る
ま
で
揖

界
が
開
け
玄
送
。
煙
は
床
か
ら
五

十
H
J
ほ
ど
上
の
高
さ
に
充
欄
レ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
己
の
辛
つ
に
低
い
嘩
艶
を
と
る

こ
と
が
煙
か
ら
逃
れ
る
時
に
は
、
置

も
よ
い
の
で
す
。
で
き
れ
ば
由
れ
手

ぬ
ぐ
い
な
Y
辱
白
に
あ
て
、

U
4手小

う
に
し
て
逃
げ
れ
ば
助
か
る
の
で

す
」
と
岡
島
さ
ん
。

現
時
の
火
災
で
は
、
新
建
荷
な
ど

が
慰
λ
、
有
理
ガ
ス
が
発
生
す
る
が
、

そ
ん
な
時
は
、
大
吉
田
の
ポ
リ
袋
を

ひ
と
ふ
り
、
新
鮮
な
空
間
舟
大
れ
た

う
え
で
顔
に
か
ぶ
り
五
M
で
や
す
肘

で
点
鍾
む
之
と
が
、

M
4
町
の
分
か
れ

道
H

に
も
な
る
と
い
う
。

煙
の
体
験
亭
子
る
の
と
、
し
な
い

の
で
は
、
避
普
「
産
自
る
こ
と

が
聖
母
G
せ
ち
れ
た
。

「
聴
売
で
は
特
に
ポ
リ
袋
を
ニ
、

三
世
用
意
し
て
お
く
と
役
に
立
つ
。

防
煙
マ
ス
ク
に
も
な
る
し
、

二
重
に

し
て
水
圭
入
れ
る
と
、
融
料
水
に
も

な
る
し
、
ひ
ょ
う
の
う
が
わ
り
に
も

な
る
」
と
、
間
島
さ
ん
は
ア
ド
バ
イ

ス
。と
の
あ
と
、
ポ
リ
袋
二
位
の
底
を

暗
ん
で
「
非
常
用
敵
料
水
」
静
作
っ

た
り
、
五
枚
吾
掻
ね
で
丈
夫
な

「家

庭
用
梢
火
時
」
を
作
る
方
法
を
実
暗

に
学
ん
だ
。

融
料
水
時
ピ
l
ル
一
本
分
(
約

六円
H
u
d
)
に
、
小
さ
巴
一
杯
の
頃

(=一

g)
を
入
れ
て
作
る
。
塩
を
入

れ
る
の
は
「
入
閣
の
吐
高
に
適
し
た

水
に
す
る
た
め
」
(
岡
圃
さ
ん
)
。

こ
う
し
て
作
っ
た
敵
料
水
は
、
情
薗

庫
に
保
存
す
る
と
ム

一カ
月
は
晶
子
も

っ
と
い
う
。

小
さ
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
、
ビ
ー
ル

ピ
ン
一
本
も
の
水
が
入
っ
て
」
苓
つ

の
に
は
ピ
ッ
ク
リ
。

二
重
に
す
る
と

丈
夫
忽
の
に
ま
た
ピ
ッ
ク
リ
。
こ
の

世
料
水
は
い
ざ
と
い
う
聞
の
ひ
ょ
う

の
う
に
な
っ
た
り
、
丈
夫
な
の
で
水

院
に
変
冒
し
た
り
と
、
さ
ま
歪
珪

聞
い
方
が
で
き
る
。

こ
の
白
書
加
し
た
主
宙
開
の

一
人
は

「
防
災
訓
幌
苫
い
う
か
ら
定
り
回
る

の
か
と
思
っ
て
た
け
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
己
と
示
半
ベ
て
揮
し
か
っ
た
わ
。

特
に
ひ
主
め

2呆
枕
は
さ
1
す

が
と
い
う
暗
じ
」。

こ
の
自
の
n
防

災
サ
パ
イ
パ
ル
u
の
散
々
聖
さ
っ
そ

く
ま
庖
で
興
行
し
て
み
る
と
話
し
て

い
たま
た
鞭
馬
区
役
所
防
災
却
で
は

「
己
の
体
験
を
よ
か
っ
た
で
時
喜

ず
に
実
践
し
で
ほ
し
い
。
体
験
を
も

ち
返
り
、
地
壊
に
広
め
て
寺
U
い
た

い
」
と
語
っ
て
い
た
れ

洗

に
A
G

回
わ
せ
T
、

水
也

R
昌

弘
司
、
、
A
h

九~句苧

先端技術をくらしの中に…E&Eの東芝

当医

~ 
吋一

ぢ仔そ鵠融検軸酷

岸本加世子

+お

-ランドリーサイン
お:lt置のi草行状;l/.や暗り時間脅ひと目でテヱック.
輯や文字、数字で
わかり申す〈表示

します

・クリーンコース
いつもt九世績を清潔1:"~~世相ニ汚れやにおいがつ
カないように、，先'" 槽~洗，祖蝿自身がお先置します。

圃メモリーコース
自分，置の，先い方を，lt温慣にle惨させ勺れますL

・予約タイマー
おのぞみの時刻に合わせて洗い上げることができまt

・大容量4.5kg&省スペース
JUI楠が多い時も 1固でお，先，量。3k，のマイヤー
毛布・もネットなしでそのまま挽えま'f'.
.'手"イ』表示の含a・a・1∞気3唱以下(!lIlX200個以下命ノ以グル毛布)
・ウーlレコース
r手流イ，I提示と「防掴加工J、ウールの樋暗に合
わせてコ ス毎週べます.

・静音化股E十
lI¥に仕る緋水弁やプレーキ育もグッと静かになりました.

・./つEヨご争
?W庇応

111-
東芝全自動洗濯機 AW-$X860標準価格89，000円¥.M.J
ニュ シルキ ホワイト(UW)‘ニュ スイ ト7'1)ーン(UG)‘ニ込ースイートピンク(U同にI民コ

:111皐Il.がついてL叫すれ買い求めの錘売広て所定事鳴を紀入した保証・を<l!，'Th受"とa

¥¥ 
-一一一-，可判'“

'毛9・3

TOSHIBA 

7 
園田・圃圃醐

縄'"綾子(プロゴルファー}

=チレイ11.方'1Jllμt;pノrワーず衣

• 
• 

， 
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， 86年度の奨学生
戦陣臨榔聾

ッ
シ
ュ

H
押
し
寿
司
、

か
ら
あ
げ
ク

ン
の
エ
ビ
チ
リ
ソ
ー
ス
煮
、
大
焼
売

h
d』

の
キ
ャ
ベ
ツ
敷
き
、
サ
ラ
ダ
H
サ
ラ

川勺
J
W

ダ
チ
キ
ン
と
ホ
ウ
レ
ン
草
の
サ
ラ

討

。

ダ
、
デ
ザ
ー
ト
日
ブ
ラ
マ
ン
ジ
ェ
の

i

、

ア
セ
ロ
ラ
ソ

l
ス。

ノ

「栄
養
的
な
話
し
も
あ
り
参
考
に

O
内
V

な
っ
た
。
調
理
の
先
生
も
丁
寧
に
教

乙
宝

え
て
く
れ
た
。
料
理
は
と
て
も
冷
凍
「

足

一-

食
品
と
は
思
え
な
い
」
(
小
村
さ
ん
こ

す
&
門

「
料
理
も
手
軽
に
自
分
で
で
き
そ
一

ふ

う
な
も
の
で
、
講
師
の
先
生
も
感
じ
一

』
，
ノ

が
よ
く
、
楽
レ
い
雰
囲
気
だ
っ
た
。

-
h
J「』司

暖
か
い
心
づ
く
レ
で
、
何
だ
か
素
敵
一

U
-
h

な
パ
ー
テ
ィ
に
来
た
さ
つ
」
(
押
川
一

弘
令
ー

さ

ん

)

一

「
女
性
も
社
会
参
加
を
し
て
い
る
一
エ
イ
ボ
ン
女
性
文
化
セ
ン
タ
ー
で

人
が
増
え
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
一
は
、
一
九
八
O
年
か
ら
「
エ
イ
ボ
ン

利
用
の
仕
方
も
あ
る
の
だ
な
と
思
っ
一
女
性
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」
を
実
胞
し
て

た
。
商
品
知
識
が
な
い
と
、
使
い
と
一
い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
「
社
会
人
入
学

な
せ
な
い
し
、
料
理
の
ワ
ン

・
ポ
イ
一
の
部
」
の
一
九
八
六
年
度
奨
学
生
が

ン
ト
も
聞
け
て
大
変
勉
強
に
な
り
、
一
決
ま
っ
た
。

視
野
が
広
が
っ
た
」
(
田
中
さ
ん
)
一
と
の
制
度
は
、
専
業
主
婦
で
あ
る

講
習
後
の
試
食
会
で
は
、
料
理
に
一
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
積
極
的
に
大

舌
鼓
み
を
打
ち
な
が
ら
、
口
々
に
感
一
学
で
学
ぼ
う
-と
い
う
向
学
心
あ
ふ
れ

想
を
述
べ
合
っ
た
。
一
る
女
性
た
ち
を
励
ま
し
、
援
助
す
る

ま
た
、
ニ
チ
レ
イ
に
対
し
て
時
米
一
目
的
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
今
年

飯
類
の
パ
ッ
ク
入
り
を
販
売
し
て
ほ
一
で
七
年
目
。
こ
れ
ま
で
、
対
象
校
は

し
い
し
、
非
常
食
の
期
限
を
明
記
し
一
立
教
大
学
一
校
だ
っ
た
が
、
今
年
か

て
ほ
し
い
」
(
小
村
さ
ん
)
一
色
関
東
一
円
の
九
大
学
に
拡
げ
募
集

「
化
学
調
味
料
を
使
わ
ず
、
素
材
一
し
た
も
の
。

の
味
を
生
か
し
て
、
自
分
で
好
み
の

味
つ
け
が
で
き
る
よ
フ
な
も
の
が
欲

し
い
」
(
田
中
さ
ん
)
と
い
っ
た
要

望
も
出
さ
れ
た
。

講師の手もとを真剣に見つめ
熱心に話しを聞く参加者

エイボン女性

スカラシップ

四
十
五
名
の
応
募
者
の
中
か
ち
、

小
論
文
審
査
と
面
接
の
結
果
、
衛
藤

幹
子
(
霊

・立
教
大
学
)
、
西
岡
紀

子
(
園
田

・同
)
、
久
末
商
歪
(
一
石

・青

山
学
院
大
学
)
、
森
山
美
知
子
(
ニ
E

・

同
)
、
芳
地
美
智
子
(
き

・国
学
院

大
学
)
、
伊
沢
芳
子
会
穴

・東
洋
大

学
)
、
小
林
博
美
(
一
斉

・明
治
大
学
)
、

中
新
田
育
子
(

Z

で
同
)
さ
ん
A
J
八

名
が
、
今
年
度
の
奨
学
生
と
し
て
選

ば
れ
た
。

こ
の
奨
学
金
は
、
一
人
一
一
十
万
円

で
返
済
義
務
は
な
い
。
「
私
立
大
学

通
信
教
育
の
部
」
の
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

な
る
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
が

悪
く
な
り
、
し
か
も
排
出
が
多
く
な

る
の
で
意
識
し
て
、
牛
乳
や
小
魚
、

海
線
、
大
一
旦
を
領
る
よ
う
に
し
よ
う
」

「
ビ
タ
ミ
ン
C
は
老
人
果
け
と
関
係

が
あ
る
ら
し
い
し
、
鉄
分
の
吸
収
を

助
け
る
働
き
が
あ
る
」
な
ど
の
話
し

を
聞
き
、
認
識
を
新
た
に
し
た
。

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
卒
業
、
入

学
の
シ
ー
ズ
ン
に
む
け
て
の
お
も
て

な
し
メ
ニ
ュ
ー
」
(
ニ
チ
レ
イ
消
費

者
セ
ン
タ
ー

・
栄
養
士
潟
村
智
子

さ
ん
)
で
、
オ
ー
ド
ブ
ル
H
カ
ナ
ッ

ペ
三
種
と
チ
1
ズ
ポ
テ
ト
、
ス
ー
プ

H
ふ
か
ひ
れ
ス
1
プ
、
メ
イ
ン
デ
ィ

女
性
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
助
成

一
九
八
七
年
度
の
エ
イ
ボ
ン
グ
ル
ー
プ
・
サ
ポ
ー
ト

工

イ

ボ

ン

女

性

文

化

セ

ン

タ

ー

申

請

募

集

「
ニ
チ
レ
イ
料
理
教
室
」
(
株
式
会

社
ニ
チ
レ
ィ
、
弊
社
共
催
)
が
、
十

一
日
、
東
京
・
水
道
橋
の
ニ
チ
レ
イ

本
社
で
開
か
れ
た
。

雪
ま
じ
り
の
雨
が
降
る
寒
い
一
目

だ
っ
た
が
、
「
中
目
黒
生
活
学
校
」
(
小

村
常
子
代
表
)
、
「
鶴
巻
生
活
学
校
」

(
押
川
静
枝
代
表
)
、
「
町
田
市
消
費

者
の
会
」
(
田
中
敏
支
董
)
な
ど

東
京
や
神
奈
川
か
色
、
約
三
十
名
が

参
加
。
冷
凍
食
品
を
使
っ
た
華
や
か

な
料
理
を
楽
し
ん
だ
。

料
理
講
習
の
前
に
、
同
常
任
技
監

で
、
出
国
学
僧
土
の
山
田
耕
二
さ
ん
か

ろ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
ビ
タ
ミ
ン
C
の

効
用
に
つ
い
て
「
六
十
五
歳
以
上
に

所
定
の
申
請
容
に
記
入
し
、
グ
ル

ー
プ
の
代
表
者
が
申
請
す
る
。
乙
の

時
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
示
す
印
刷

物
や
作
品
、
新
聞
、
雑
誌
の
紹
介
記

事
が
あ
れ
ば
添
付
す
る
。

〈
応
募
締
切
り
〉

昭
担
ハ
十
二
年
四
月
十
日
(
金
)

当
白
消
印
有
効
。

〈
発
表
〉

昭
担
ハ
十
二
年
六
月
上
旬
(
採
否

に
つ
い
て
は
、
応
募
金
グ
ル
ー
プ
に

文
書
室
通
知
す
る
)
。

国

充
実
し
た
講
義
と
献
立

釜E

中
目
黒
生
活
学
校
、
鶴
巻
生
活
学
枝

町
田
市
消
費
者
の
会
の
婦
人
が
参
加

元
気
な
目
覚
し
時
計

(第 3種劃更物認可)第 826号

鵬鵬鯵

H

ま
っ
ク
ロ

ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
で
は
、
一
一
月

二
十
日
(
金
)
i
四
月
十
日
(
金
)
ま

で
「
一
元
気
な
目
覚
し
ロ
ボ
シ
ト
H

ま
っ

ク
ロ
ッ
ク
H

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
実
施

〈
助
成
金
額
〉

複
数
グ
ル
ー
プ
に
総
額
二
百
万
円

(
該
当
グ
ル
ー
プ
に
は
、

年
度
の
終

り
に
活
動
報
管
を
提
出
す
る
と
と
を

義
務
づ
け
る
)
。

〈
申
請
窃
請
求

・
問
合
せ
、
寄
類

知

-
イ
エ
ル
ク
・
ミ
ユ
|
ラ
ー
の
描

く
「
う
つ
り
ゆ
く
街
展
」

会
期
・

:
3月
日
日
(
金
)
i
間
引

日
(
火
)
会
場

・
船
橋

・
西
武
美

術
館
(
西
武
百
貨
后
船
橋
庖
叩
階
)

出
ロ
田
作
・:
「
う
つ
り
ゆ
く
街
」

9
点、

「
変
わ
り
ゆ
く
農
村
」

8
点
な
ど

入
場
料
・・

一般
5
0
0円
(4
0
0

円
)
、
大

・
高
生
4
0
0円
(
q
6

0
円
)
、
中
学
生
以
下
無
料
、
(
)

内
は
前
売
り

・
団
体
加
名
以
上
料

金。-

「日
本
野
鳥
の
会
」
が
ア
ジ
ア

各
地
の
自
然
保
護
団
体
と
協
力
、
日

本
と
ア
ジ
ア
の
閣
を
行
き
来
し
て
い

る
た
く
さ
ん
の
渡
り
鳥
を
中
心
に
各

国
の
鳥
類
図
鑑
を
共
同
製
作
す
る
乙

と
に
な
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ

ン
ヵ
、
タ
ィ
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の

ア
ジ
ア
各
国
で
は
、
野
鳥
の
観
測
と

い
っ
て
も
観
察
用
具
や
図
銭
か
高
価

で
、
数
も
少
な
い
の
が
実
情
。
そ
こ

で
同
会
で
は
昨
年
、
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
、
家
庭
で
使

ッ
ク
H

プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
る
。

ラ
イ
オ
ン
の
ハ
ミ
ガ
キ
、
ハ
ブ
ラ

シ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
い
る
、

ラ
イ
オ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
l
ク
を

風
船
行
動
実
行
委
員
会
含
0
3
・
8

0
9
・
1
4
7
3
(か
っ
た
)
・包

0
3
・
3
0
8
・
2
2
1
9
(あ

べ
)
。-
都
市
住
民
も
核
燃
は
許
さ
な
い

/
4
・
9
「
反
核
燃
の
日
」
青
森
へ

行
こ
う
け

日
・
4
月
8
日
(
水
)
i
m
日
(
金
)

場
所
・・
青
森
県

・
六
ケ
所
村
(
上

わ
な
く
な
っ
た
双
眼
鏡
を
掘
り
お
こ
野
発
急
行
八
甲
田
で
出
発
)
参
加

し
、
ア
ジ
ア
各
国
へ
贈
る
運
動
を
展
費

:5
0
0円
費

用
:
約
2
万
5

関
、
双
眼
鏡
や
望
遠
鏡
を
各
国
の
保

0
0
0円
参
加
申
し
込
み
締
切
:

護
団
体
に
贈
っ
て
き
た
。

4
月
3
日
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

今
回
の
図
鑑
製
作
は
い
わ
ば
そ
の
せ
・:
下
北
を
原
子
力
半
島
に
す
る
な

双
眼
鏡
運
動
の
延
長
。
例
え
ば
フ
ィ

!
東
京
連
絡
会
宮
0
3
・
8
1
5
・

リ
ピ
ン
で
は
自
然
保
護
団
体
の
「
ハ

0
6
7
2
(海
と
生
命
を
守
る
ひ
ろ

リ
ボ
ン
竪
冨
」
と
手
を
結
び
、
マ
ニ
ば
)

ラ
の
国
立
自
然
科
学
博
物
館
の
鳥
類

・
春
休
み
親
子
講
座

「原
子
力
に

研
究
者
ろ
が
絵
を
描
き
、
野
鳥
の
会

末
来
は
あ
る
か
つ
|

|
ス
リ
i
マ
イ

側
が
チ
ェ
ッ
ク
、
助
言
を
し
た
う
え

ル
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
の
嘗
告
」

で
、
同
会
の
資
金
援
助
で
約
三
千
部
日
時

・
3
月
mm日
(
臼
)
午
後
ー

を
現
地
印
刷
す
る
計
画
だ
。
時
1

場
所
・
:
墓
尽

・
南
大
塚
社
会

-
日
本
心
理
セ
ン
タ
ー
カ
ウ
ン
セ

教
育
会
館
講
師
:
・
高
木
仁
三
郎
さ

リ
ン
グ
講
座
第
6
期
生
募
集
ん
(
原
子
力
資
料
情
報
室
、
プ
ル
ト

内
容
H
前
期
/
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ニ
ウ
ム
研
究
会
)
プ
ロ
グ
ラ
ム
:

論
/
入
閣
の
発
達
/
集
団
家
族
関
係
高
木
さ
ん
と
授
業
を
つ
く
ろ
う
「
原

/
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
子
力
発
電
と
地
球
の
末
来
」

・
フ
リ

中
期
/
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
理
論
と

l
・ト
l
キ
ン
グ
「
原
発
と
め
る
に

実
際
後
期
/
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
は
」
※
保
育
零
有
り
参
加
賀
カ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
期
間
H
前
期
4

ン
パ
:
大
人
一
口
5
0
0円
連

絡

1
7月
(
ロ
回
)
中
期
9
1ロ
月
・
:
戦
争
へ
の
道
を
許
さ
な
い
減
北
の

(
円
以
回
)
後
期
1
1
3月
(
ロ
回
)
女
た
ち
の
会
合
0
3
・
9
3
5
・
5

日
時
打
毎
塑
藤
田
l
i
3時

7
Q
H
O
(
吉
岡
)

会
場
日
東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
6
ー

・

「日
本
の
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル

お

3
「コ
l
ブ
・
オ
リ
ン
ピ
ア
集

ス
ポ
ー
ツ
ヒ
ス
ト
リ
ー
度

」
レ
|

会
室
」
受
講
料
H
前
・
中
・
後

期

シ
ン
グ
ヒ
ー
ロ
ー
ス

各
3
万
6
千
円
、
他
に
入
学
金
と
し
時

H
3月
却
日
(
金
)
1
お
日
(
水
)

て
l
万
5
千
円
問
い
合
わ
せ
H
臼

場

所

H
西
鼠
百
貨
后
池
袋
庖
7
階

本
心
理
セ
ン
タ
ー

-
g
0
3
・
4
0
・
大
催
事
場
士
窪
H
日
本
モ
1
タ

-8

Q

3

l

サ
イ
ク
ル
協
会

(
M
-
F
・
J
〉

・
と
ん
で
け
原
発
/
5
月
3
日
風

入
場
料
H
小
学
生
以
上

R
U
O円

興
行
動
I
N璽
沼
町

(
前
売
H
・
団
体
加
名
以
上
は
3
0

日
:
5月
3
日
場
所
・
:
茨
城
県

0
円
)
。

商
用
海
村

・
東
海
第
2
原
発
そ
ば
の
砂

・
リ
i
・
フ
リ
ー
ド
一
フ
ン
ダ
|
展

浜
内
容
・
:
東
海
原
発
か
ち
の
風
船

|
ア
メ
リ
カ
現
代
写
真
の
展
望

飛
ば
し
※
東
京
か
ら
現
地
ま
で
パ
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
写
真
家
リ

ス
有
参
加
賀
:
・
5
U
0
0円
連

l
・
フ
リ
ー
ド
ラ
ン
ダ
l
の
「
社
会

絡
・
問
い
合
わ
せ
:
・
飛
ん
で
り
原
発
的
風
景
」
と
「
桜
」
を
中
、
い
と
し
た

ー
ー

I
l
l
i
-
-
-
-

作
品
百
七
十
点
薪
展
覧
す
る
。

切
り
取
り
(
合
計
二
百
五
十
円
以
会
期
日
4
月
3
日
(
金
)
l
u
日

上
)
、
左
記
へ
送
る
と
、
抽
選
で
一
(
火
)
※
木
曜
休
館
会
場
H
有
楽

万
人
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
形
を
し
た
目
町
ア
l
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
有
楽
町

覚
し
時
計
『
ま
っ
ク
ロ
ッ
乙
を
プ
西
武
7
F
)

入
場
料

l
般
7
0

レ
ゼ
ン
ト
。
発
表
は
賞
品
の
発
送
を

0
円
、
大

・
高
生
E
6
0円
、
中

・

も

っ

て

か

え

る

。

小

生

3
0円
問
い
合
わ
せ
ム

マ
応
募
方
法
・
:
后
頭
備
え
付
け
の

0
3
・
2
8
6
-
R
6
5
0

応
募
ハ
ガ
キ
か
宮
製
ハ
ガ
キ
に
、
対

象
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
い

る
ラ
イ
オ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
l
ク

を
貼
付
(
合
計
二
百
五
十
円
以
上
)
。

ハ
ガ
キ
一
枚
に
つ
き
一
口
。

マ
応
募
先
・
:
〒
m
m
l
m東
京
新
宿

局
私
書
箱
4
7号
ラ
イ
オ
ン
(
株
)

「
ま
っ
ク
ロ
ッ
ク
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
。

送
付
先
〉

〒
則
渋
谷
区
渋
谷
二
の
一
二
の
一

九

エ
イ
ボ
ン
女
性
文
化
セ
ン
タ
ー

「
エ
イ
ボ
ン
グ
ル
ー
プ

・
サ
ポ
ー

ト
」
係

官
出
・
4
8
6
・
1
0
b

R
U

。ら

ライオン

犬
猫
忌
避
剤
新
発
売

ミ
サ
ワ
・

震
盟
関
の
開
発
・
販
売
を
し
て
い
る

三
笠
化
学
工
業
株
式
会
社
(
本
社

・

福
岡
)
で
は
と
の
ほ
ど
、
犬
や
猫
の

忌
避
剤
「
ミ
サ
ワ
ワ
ン
ガ
l
ド
粒

剤
」
を
全
国
一
斉
新
発
売
し
た
。

乙
の
忌
避
剤
は
、
犬
や
猫
の
嫌
が

る
忌
避
成
分
を
、
特
殊
な
方
法
で
天

然
土
療
に
回
合
し
た
も
の
。
寄
り
つ

か
れ
て
は
困
る
と
こ
ろ
に
、
定
期
的 ワ

ン
ガ
ー
ド
粒
剤

に
散
布
(
キ
ャ
ッ
プ
2
杯
程
度
)
す

れ
ば
、
ニ
i
三
日
で
近
寄
ら
な
く
な

る
と
い
う
も
の
。
粒
剤
な
の
で
取
り

扱
い
も
簡
単
。
一
度
、
撒
く
と
七
i

十
目
、
効
果
は
持
続
す
る
。

マ
価
格
:
二
五

O
匂
入
り
千
百

円
、
四
円

δ
匂
入
り
千
八
百
円
。

マ
全
国
の
ス
ー
パ
ー
、
薬
局
等
で

発
売
。

。LeeFriedlander 三笠化学

低金利時代~.tIlえる知l忠一一ファンド

いつの閑にカヘ
暮らしの中に。

手続き、ピ・ポ・ノ"'/1野村のテレホンアンサー|
いつでも、Eこからでも必要なときに、

中期国債ファントめお号|き出しができます二

ご入金のお申込み、残高照会もカLタンで丸

たしかに火災保険でも、地震や噴火などによる

半焼以上の火災損害にかぎり「地震火災費

用保険金」として、契約金額の3%が100万円

限度で支払われますLても、それだりでは、当座

の資金にはなっても復旧のためには役に立ちま

せん。まして、火事にならず建物や家財が倒壊

や埋没・流失などの損害を被った場合なEは、

火災保険の対象外ですから、地震災害に備え

るには、Eうしても地震保険が必要になるわけですL

になったら

グラッときたらまず火の始末、そして、そのとき

のために地震保険一一あなたの火災保険

に地震保険、ついていますか。

調輔馳 '瑚劇皆、

暮らし広がる(野村カード)

(<1'問l司情ファントちを釘申込みの

}iに11.便利な .圃圃圃圃園町
〈野村カート万が 、 ".;，J

尭付されH. 叫白、J.~

エ
イ
ボ
ン
女
性
文
化
セ
ン
タ
ー

は
、
有
意
義
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

女
性
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
助
成
、
奨

励
す
る
目
的
で
、
一
九
八
三
年
以
来

「
エ
イ
ボ
ン
グ
ル
ー
プ

・
サ
ポ
ー

ト
」
房
設
定
し
て
い
る
が
、
今
年
も

(
一
九
八
七
年
度
)
申
請
の
募
集
が

開
始
さ
れ
た
。

〈
応
募
資
格
〉

マ
女
性
あ
る
い
は
女
性
を
中
心
と

し
た
グ
ル
ー
プ
で
、
人
の
輸
の
拡
が

り
が
あ
る
こ
と
。
マ
非
蛍
利
団
体
で
、

法
人
化
さ
れ
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ。

マ
政
治
色
が
な
い
乙
と
。
マ
グ
ル
ー

プ
活
動
を
開
始
し
て
二
年
以
よ
の
実

績
が
あ
り
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
何
ろ

か
の
客
観
的
評
価
を
得
て
い
る
活
動

で
あ
る
こ
と
。
マ
活
動
内
容
が
社
会
、

女
性
の
向
上
に
貫
献
し
て
い
る
も

の
。
マ
助
成
金
の
申
請
の
目
的
が
妥

当
で
、
そ
の
使
途
を
明
確
に
、
具
体

的
に
呈
示
で
き
る
乙
と
、
ほ
か
。

〈
対
象
に
な
ら
な
い
団
体
は
〉

法
人
化
さ
れ
た
組
織
:
・
-
社
会
福

祉
法
人
、
医
療
法
人
、
社
団
法
人
、

財
団
法
人
な
ど
。

公
共
的
機
関
の
婦
人
団
体
・・・・・
・協

議
会
、
図
密
館
な
ど
。

社
会
福
祉
施
設
:
:
病
院
、
学
校

な
ど
。個
人
的
な
趣
味
に
と
ど
ま
り
、
拡

が
り
の
な
い
も
の
、
そ
の
他
。

〈
応
募
方
法
〉

晶

「
ド
イ
ツ

・
青
ざ
め
た
母
」
の
女
性
監
筒
、
へ
ル
マ

・
サ
ン
ダ
l
ス
H

娘
の
エ
ミ
リ
ー
が
い
た
。
ィ
ザ
ベ
ル
は
、
ェ
ミ
リ
l
の
父
と
は
と
う
に
別

川1 
1
 

来

町

一

…

ア
ラ
ー
ム
ス
の
、
日

本

公

開

第

二

作

弓

れ

て

い

た

。

川

一

未

問

中

…

こ

の

映

画

は

、

票

l
ラ
、
娘
イ
ザ
ベ
ル
、
イ
ザ
ベ
ル
の
娘
エ
ミ
リ
l

ひ
さ
し
ぶ
り
に
娘
を
一
迎
え
た
ポ
l
ラ
の
声
に
は
、
優
し
さ
が
あ
っ
た
が
、

山

一

の

↓

…

の
三
世
代
の
女
性
が
登
場
す
る
、
母
と
娘
の
対
立
の
物
語
で
あ
る
。
家
庭
元
フ
ラ
ン
ス
軍
人
だ
っ
美
シ
ャ
ル
ル
の
言
葉
に
は
と
げ
が
あ
っ
た
。
女
川

一

一

ダ

…
か
仕
事
か
の
狭
間
で
悩
む
女
性
た
ち
。
家
庭
を
選
び
仕
事
を
す
て
た
者
に
優
と
し
て
有
名
に
な
り
、
そ
の
か
た
わ
ら
、
男
性
遍
歴
を
続
け
る
娘
に
対

川

一

ナ

り

・
も
、
仕
事
を
選
び
家
庭
を
す
て
た
者
に
も
後
悔
は
残
る
も
の
だ
。
仕
事
し
て
、
ど
う
し
て
も
許
せ
な
い
感
情
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

川

『

!

:

l

一
三
、
-
・

…
と
家
庭
の
両
立
は
、
ど
と
の
国
の
女
性
た
ち
に
も
、
共
通
し
た
問
題
で
あ
そ
の
夜
お
そ
く
、
イ
ザ
ベ
ル
に
、
電
話
が
か
か
っ
た
。
共
演
し
た
ば
か

川

一

L

W

…

る

。

り

の

、

男

優

フ

リ

ー

ド

リ

ッ

ヒ

か

ら

だ

っ

た

。

断

り

き

れ

な

い

誘

惑

の

芦

川

一

.

川

リ

ア
ラ
ー
ム
ス
襲
ほ
、
母
と
一娘
の
葛
藤
の
中
に
「
愛
と
憎
し
み
」
の
一
ア
l

に
、
彼
女
は
い
つ
し
か
そ
の
男
の
ホ
テ
ル
へ
と
急
い
だ
。

山

一

・

・

マ

を

、

見

事

に

猶

い

た

。

明

け

方

近

く

家

に

帰

る

と

、

ポ

l
ラ
が
待
っ
て
い
た
。
有
名
な
女
優
と

川

主
演
は
「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」
で
、
名
下
役
と
し
て
世
界
中
に
知
ら
れ
し
て
奔
放
に
生
き
る
娘
を
見
て
、
嫉
妬
が
め
ざ
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

川

た
ブ
ソ
ジ
ッ
ト

・
フ
ォ
ッ
セ
ィ
。
結
婚
せ
ず
に
娘
エ
ミ
リ
l
を
生
み
、
娘
母
も
か
つ
て
は
、
女
優
を
夢
み
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
。
が
、
女
優
酬

を
母
親
に
預
け
、
ス
タ
l
女
優
ど
し
て
、
世
界
を
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
イ
生
活
に
疲
れ
て
い
る
イ
ザ
ベ
ル
は
、
生
活
の
↑
保
証
さ
え
あ
れ
ば
、
今
は
、

川

ザ
ベ
ル
を
演
じ
て
い
る
。
そ
の
母
ポ
l-フ
に
は
、

ド
イ
ツ
が
生
ん
だ
園
際
エ
ミ
リ
!
と
の
平
凡
な
生
活
が
夢
だ
っ
た
。

川

ス
タ
l
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト

・
ク

ネ

フ

。

母

は

、
戦
後
、
生
き
る
た
め
に
元
フ
ラ
ン
ス
軍
人
と
結
婚
し
て
イ
ザ
ベ

州

乙
の
映
画
は
、
一
九
八
五
年
第
一
回
東
京
国
際
映
画
祭
で
上
映
さ
れ
、
ル
を
生
ん
だ
。
そ
の
た
め
に
家
庭
に
入
り
、
女
優
に
な
る
夢
を
鎗
て
て
い

川

大

き

な

反

継

を

呼

ん

だ

。

た

・
・
・。

【物
語
〕

(
西
独
H
仏
合
作
上
映
時
間
一
八
間
四
七
分
へ
ラ
ル
ド

・エ

l
ス

州

イ
ザ
ベ
ル
は
、
ベ
ル
リ
ン
を
飛
び
立
つ
飛
行
機
に
の
っ
た
。
狂
お
し
い
日
本
へ
ラ
ル
ド
映
画
配
給
。
五
月
三
O
日
よ
り
岩
波
ホ
l
ル
で
ロ
l
ド
シ

綴
影
の
毎
日
に
彼
女
は
耐
え
、
早
く
仕
事
を
終
え
、
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
小
ョ
ウ
)

さ
な
町
に
あ
る
わ
が
家
に
帰
り
た
か
っ
た
。
そ
と
に
は
、
父
母
に
預
り
た

冷

函単語轟語調
朝日火災大正海上大同火災問和火災日本地震

オールステート大成火災千代図火災自動火災富士火災

共栄火災太揚火災東 亜 火災日産火災安田火災

興亙火災第一火災東京海上日新火災 f社員会社1
住友海上大東京火災東洋火災日本火災 1回音順/

野村議券
-野村カ-1-:テレホンアンサーなEサーピスL、弘、ら

・ぉ申込み10万円以上i万円単位。

-⑧でも、謝抵でも併11，・301Jたてば'ぉ'11き日』ん自由。
，，，剛tをもの守11$$舎 に'.ηl"f，) 
一一一ー一一一お申込み吋陪は費益4券A明吊をご覧<f:色、一一一一 一一一一一一一一一一一

崎 町田制野村蹄投資同委託

ellfや11ロjりで1ヵ月徳平11，
・期間It自由設計。

消えたかなノ気になるあの火もう一度
千葉県松戸市浅田信孝さん

入選作品は、昭和62年度全国統一防火標語tしτ、
防火ポスターをはじめ広〈防火PRに利用されまづれ

-昭和62~手度全国統一

防火療第グ

決~V:.安レ定。


